
名古屋駅の工事内容

延長約1㎞延長約1㎞

名古屋駅名古屋駅

西側 東側（品川方）

東海道新幹線 在来線

※上図は、概ねの範囲を示しており、詳細な範囲は、
今後の現地測量と設計により確定します。今後の現地測量と設計により確定します。

駅西側 駅中央部 駅東側駅西側 駅中央部 駅東側
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トンネルの掘削方向

西区

北区
春日井市

小牧市

中村区

名古屋駅 春 井市

中区

名城非常口 勝川非常口

神領非常口

坂下非常口

名城変電施設

西尾非常口
保守基地

守山区

東区

中区

：計画路線（トンネル部）

駅

都市トンネル 山岳トンネル都市トンネル

：駅

：非常口（都市部）

：非常口（山岳部）、保守基地

：変電施設 2：本線トンネルの掘削方向 2



③

工事用車両ルート地
点

路線名 現況
交通量
（台／日）

最大数
(台/日)

対現況
交通量

３ 県道２００号 ３４，５２６ ６８２ ２．０％

⑤主な工事内容

線
（
市

道
）

③

④⑦⑧

４ 市道（東志賀町線） １１，７６７ ５３４ ４．５％

５ 市道 ８，８３７ ２４０ ２．７％

６ 県道６８号 ３１，３９８ ５３４ １．７％

東
志
賀

町
線

④⑦⑧５３４ １．７％

７ 市道（広井町線） １６，８２９ １７２ １．０％

８ 市道（椿町線） １１，０９１ １４６ １．３％

９ 市道（中村則武線） ７，２３９ ６２８ ８．７％

江
川
線
（
市
道
）⑤

⑥

１０ 市道 ５，３５５ ５４４ １０．２％

１１ 市道（椿町線） １９，７６６ ２３０ １．２％

１２ 県道６８号 ３０，９３７ ２３０ ０．７％

市
道

中村則武線（市道）

⑥⑨

⑩

⑪
計画路線（トンネル部）

県道68号

⑪
⑫ 工事用車両ルート

車両の運行に係る予測地点3
※工事計画は現時点の計画であり、変更の可能性があります
※現況交通量は、他の事業（ＪＲゲートタワー、ＪＰタワー名古屋、大名古屋ビルヂング）の

完了による増加交通量を加算して設定しています。
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環境保全の取り組み（工事用車両の運行）・山梨実験線の実施例

・荷台に防塵シートの設置 散水・交通誘導員による誘導 荷台に防塵シ トの設置、散水
・車両出入り口、周辺道路の散水
・タイヤの洗浄

交通誘導員による誘導

・道路の洗浄

・工事車両表示の徹底

4
定期的な車両の点検 整備

・工事従事者への講習・指導
4

・定期的な車両の点検、整備

・法定速度の遵守、エコドライブの徹底


